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箱根山テラス　地域内外の交流と資源活用を目指す 文＝内田伸一

現地
レポート

岩手県、陸前高田市。大規模な復興土木作業が進む市街地から離れた、

静かな森の中にその建物はある。「建物」というより眺めのよい憩いの空間。

それが「木と人をいかす」をテーマにした宿泊・滞在施設「箱根山テラス」だ。

　施設のシンボルは、豊かな森からその先の広田湾までを見渡せる、階段

状の大きなウッドデッキ・テラス。木々の温もりが薫るカフェ＆バーや、

企業研修にも使えるワークショップルーム、共有キッチンも備える。運

営する株式会社 箱根山テラスの長谷川順一代表は、テラス手前の小さな

屋外スペースに椅子を置き「ここが私の執務室」と笑う。

「地域内外から訪れた方たちが、それぞれの過ごし方をしてくれる場、か

つ繰り返し来て頂ける場に育てたい。この広い木製テラスをごく緩やか

な階段状にしてあるのも、思い思いの使い方をして頂ければという気持

ちがあります」

　計画の発端は、震災で失われた宿泊施設の再建。各々の想いを抱く

人々が集う中、色々な議論もあったようだ。それらを経て、最終的に牽引

役を請われた長谷川さんは、上記の想いと同時に、ひとつ重要な目標を

掲げた。木質資源の活用だ。建物の壁は地元の気仙杉で覆われ、床材も

岩手県産材だが、彼がさらにこだわったのは、木質ペレットによるストー

ブやボイラーの熱エネルギー供給。

「私は市内で建設業を営んでおり、震災後は業務の一環として木質エネ

ルギーの可能性を探り始めました。箱根山テラスは、その実現による地

域の自立性向上の一歩にもしたい。将来は近隣への熱供給などにも取り

組みたいんです」

　さらに、地域外からも様々な職能が関わった過程は興味深い。設計の

会田友朗さん、ランドスケープデザインの長谷川浩己さん、環境設計の山

田貴宏さん、建設現場の技術管理に参加した日沼智之さんに加え、彼ら

と同計画のつなぎ役も果たしたのが、プランニング・ディレクター／働き

方研究家の西村佳哲さんだ。

「僕はこの場所の役割を“宿の形をした交流施設”と捉えています。最初

は施設のロゴやコンセプトのデザインを依頼されての合流でしたが、話し

合いに参加する中、思い切って施設自体のあり方にも意見を述べたとこ

ろ、より深い形で関わらせてもらうことになりました。オープン後もこの

場所は、自然な形で地域内外の接点が生まれ、育っていく場となること

を願っています」

　テラスから眺める遠景は、それぞれの足元から延びる未来にもつながっ

ている。

行って
みる 岩手県陸前高田市小友町字茗荷1-232

Tel: 0192-22-7088　http://www.hakoneyama-terrace.jp
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支え合い、備え、いのちをつなぐ
第10号       集いの場をつくる

2面	 ● あなたにもできる復興支援！
　　  ● 読者プレゼント

3面 ● 各地の良品通販
 ● 読んで知る・備える

4面	 ● 未来の震災に備える情報

宿泊は和洋全14室。丁寧に手作りした朝食付き（昼食、夕食は宿泊1週
間前までの相談で手配可能）。2階のロフト付きツイン洋室が人気。宿泊
者以外にも解放され、イベント参加やカフェ、バー利用もできる。

 森の温もりと共に育む
「明日の風景」



宮城県石巻市の雄勝町で、海を臨む六角堂風の建物か
ら、さまざまな人の輪がつながり初めている。「オーリンク
ハウス」は、木の温もりを活かしたカフェに加え、集会や
コンサート、展示会、趣味の会や学習塾にも使える多目
的空間だ。東日本大震災の後に生まれた、草の根の公民
館とでもいうべき施設。運営を担う雄勝まちづくり協会
の畑山泰賢さんは、こう語る。
「震災では公共施設も全て失われ、当初、町の話し合いも
屋外や車中で行うしかありませんでした。以来、公民館的
な場の再建の大切さを考え続けていました。また、かつて
隣近所で手料理のお裾分けついでに“お茶っこしよう”と

訪ね合う習慣も、仮設暮らしで離ればなれになるなどし、
消えかけています。反面、趣味の集いのために、遠く他所
の仮設まで出かける方もいるのを知りました。そこで、何
か意欲のある人が“場所がないから”と諦めず、一緒に取
り組める場も必要だと思ったんです」
　特徴は、その誕生から運営まで、地域内外の民間の動
きが大きな役割を果たしていること。建物は、軽井沢で未
使用のままだった組立式資材を「何かに役立てて」という
持ち主から譲り受けた。縁結び役となったのは、ニュー
ヨーク発祥のボランティア組織の日本拠点、ハンズオン
東京。町の復旧作業でも雄勝を訪れ、オーリンクハウス

実現の寄付を募る中間支援の役割も果たした。地元では、
行政と民間有志が一丸となり、フットワークの良さと実
行力でこの計画をまとめ、実現に至った。
　施設内では、様々な催しを同協会の理事会が企画。憩
いの場づくりとしてコミュニティカフェの運営も行って
いる。やがて人の交流が芽生え、展示や催しの提案も町
内外から持ち込まれるようになった。上から見ると糸車
のようにも見えるこの六角堂を起点に、「リンク＝つながり」
を再び紡いでいく。（内田伸一）

気仙沼市本吉町・前浜地区の集会場は、ふるさと祭りや住
民の文化活動発表会「おらほのとっておき」の会場として、
また「大漁唄い込み」や虎舞などの文化芸能活動、通常の
集会や協議の場として、とても高い頻度で活用されていた。
2011年の「おらほのとっておき」は、震災で集会所も流され、
住民の多くが被災して延期を余儀なくされたが、仮設の集
会所で開催を実現。パンフレットには「震災前に普通にやっ
ていたことを、震災後にも普通にやることが、私たち自身、
そして皆さん方にとって『明日の勇気』になる」と記された。
「集会所に集うこと、顔を合わせて話し合うこと、共に何
かを作り上げることを大切にしていた前浜では、被災直
後にもかかわらず集会所の再建を望む人が大勢いました。
震災年の秋には住民主体の建設委員会が立ち上がり、行
政・支援者と協働しつつ、自分たちらしい新集会所作りを
目指しました」と、東京からのIターン直後に震災に遭い、

地域の若者代表の一人として委員会のブログ等を担当す
る畠山友美子さん。建物の建設過程でも住民参加にこだ
わり、外壁となる杉板を焼く作業や漆喰塗り、上棟式で
撒く餅づくりや仕上げの柱磨きなど、子供から高齢者ま
で力を合わせた。さらに支援団体や協力企業、各地から
のボランティアも作業に加わり、また避難所生活の時期
から物資支援を続けていた山形県最上町黒沢地区・赤倉
地区の住民との交流も進んだという。再建プロジェクト
を機に、人と人のつながりは広がっていった。
　こうして2013年9月に新集会所「前浜マリンセンター」
が完成。現在は同地区の自治会関係での使用の他にも、
ボランティアの拠点、近隣地区の趣味の会、他地区の集
会など、以前の集会所よりさらに幅広く利用され、より多
くの人にとって「明日の勇気」を生み出す場になっている。
（押野美穂）

ユニフレームは新潟発のアウトドアグッズメーカーとして、
屋外での食・住をカバーする製品群を供給、多くのファン
に支持されている。その中で、卓上BBQグリルの定番ア
イテムに1,000円だけプラスして東北とつながる特別商
品が「ユニセラTG-IIIロング 南三陸牡蠣セット」。製品に
は南三陸・歌津伊里前産の牡蠣の注文書が添付され、希
望する届け日を伝えると、新鮮な殻付き生牡蠣2kgが送
られてくる仕組み（発送は1月以降）。牡蠣は現地の千葉
正海さん一家が営む、マルタ拓洋水産による逸品だ。3.11

の津波で牡蠣養殖に必要な資材、設備など全てを失った
が、事業再開のために設立された「伊里前牡蠣復興支援

結っこ基金」を活かし、2013年より養殖を再開。2014年
春には待望の販売を開始した。この牡蠣をグリルとセッ
トで販売するアイデアは、初出荷となった牡蠣をユニフ
レームの山後春信社長が味わっていた時に生まれた。牡
蠣2kgをマルタ拓洋水産から直接購入した場合は、税・送
料込みで3,750円。今回グリル価格に上乗せされた1,000

円との差額はユニフレームが負担し、千葉さんたちを応
援する。こうして「千葉さんご一家が育てるおいしい牡蠣
のファンを増やすことにつながれば」（山後さん）という想
いが詰まった、期間限定パッケージが誕生した。
（加藤久人）

［O-link House （オーリンクハウス） ］ Tel: 0225-90-3770　http://www.o-link.org

購入については、左記ウェブサイトを
確認してください。お近くの取扱販売
店やネット通販店の紹介があります。

住民主体で再建した集会場が「明日の勇気」を育てる

新潟のアウトドアメーカーと宮城の牡蠣生産者が協力

地域内外の「縁」が輪を結ぶ、民営の公民館

［前浜マリンセンター］ Tel: 080-1849-9297 （畠山）　
http://ameblo.jp/maehamacommunitycenter/

購入
する

行って
みる

〒986-1334 宮城県石巻市雄勝町雄勝字伊勢畑34-3　
カフェは10:00～17:00営業、定休日は水曜と第2，４火曜。　
催し等での施設利用に関する問い合わせは上記連絡先まで。

住民自身で伐採した地元材や、最上町から寄贈された大黒柱など、天然木材が気持ちいいコミュニティセンターを見学できます。問い合わせは上記連絡先まで。

［ユニフレーム ユニセラTG-IIIロング南三陸牡蠣セット］
Tel: 0256-63-9851　http://www.uniflame.co.jp

あなたにも
できる
復興支援

A B

C D

以下ご記載のうえ、この右ページ下に記載の編集部宛（ハガキ／Fax／E-mail）にご応募ください。
①希望プレゼント（A〜Dのいずれかを記入）　②郵便番号・住所・名前・電話番号・性別・年齢　③よかった記事のタイトル　④ご感想・ご意見　⑤本紙をどこで手に取りましたか？読者プレゼント

会津木綿の御祝儀袋 2名 （提供：一般社団法人震災リゲイン）
会津木綿を使用したご祝儀袋の包みはハンカチとして再利用できます（本紙記事参照）

防災用オーラルケアキット 5名  （提供：サンスター株式会社）
被災時も口腔ケアは大切。口腔ケア用品＋解説DVDセット

銀鮭、さんまそぼろ 9名  （提供：一般社団法人震災リゲイン）
宮城県塩竈市のそぼろ瓶詰め（本紙記事参照）1個＊種類は当方で選ばせて頂きます。

LED懐中電灯 10名  （提供：プラス株式会社ジョインテックスカンパニー） 
単三乾電池1本で点灯、軽量・小型・防雨形で携帯にも便利

※2015年3月20日締切。当選発表は発送をもって代えさせていただきます。　※個人情報は当選者への発送に使用させていただく以外は、第三者への提供等一切行いません。

行って
みる

ユニセラTG-IIIロング 南三陸牡蠣セット ￥15,800 (税込) サイ
ズ：使用時 約470×250×190（高さ）mm、収納時 約470×165×
85（厚さ）mm　重量：約4.7kg　材質：ステンレス鋼＋特殊セラ
ミック等（収納ケース付き）　＊期間限定商品



読んで
知る・備える

―書評ほか―
文＝佐々木晶二

［クーネ化粧品 リップ&スキンバーム］（岩手県陸前高田市）

［そぼろ3点セット］（宮城県塩竈市）

［おらほもあんだほもがんばっぺし!! Bag］（宮城県南三陸町）

陸前高田市、広田半島の仮設住宅に住む方たちなどが毎日搾油した椿油を
たっぷり配合した、伸びのよい保湿クリーム。三陸各地の植物から抽出した
成分で作られたクーネ化粧品シリーズは「箱根山テラス」の客室設備にも選
ばれ、人から人へ想いをつないでいます。

被災した工場の再開が困難となり、2011年10月に新規事業をスタート。
宮城のさんまと銀鮭を中心にした商品を翌年3月から販売開始しました。
「東北を訪れた方に美味しいお土産を」との想いを込めたそぼろ商品は、一
口目から感動的な美味しさ。お手頃な価格も、お土産に最適です。

2011年、津波で家を失い仮設住宅での
生活を余儀なくされた女性たちが、ミシ
ンとカーテン布の物資支援を受け、新
しい仕事を立ち上げました。「Hang in 

there」（がんばっぺし！＝頑張ろう！）の
メッセージを縫い付けた、カラフルで元
気をもらえるオリジナルバックです。

1枚（約170mm × 約93mm） 1,944円
色は「和：紅白」「洋：紅白MIX」の２種から選択
ご注文は⇒ 株式会社IIE　Tel: 0242-23-7760 （平日 9:00～18:00）

http://store.shopping.yahoo.co.jp/tukitoohisama/

1個（8g） 

1,296円 

ご注文は⇒ ネパリ・バザーロ
Tel:  045-891-9939
Fax: 045-893-8254
http://verda.bz

そぼろ3点セット
（さんま×2、銀鮭×1）各80g  1,080円
ご注文は⇒ 翔ジャパン株式会社
Tel: 022-385-7341　Fax: 022-385-7342
http://www.office-web.jp/kakeru_japan/shop/pc/top.jsp

1個 1,944円 （本体 約18×18cm 取っ手部分 26cm）
※色・柄の指定はできません。あらかじめご了承ください。

ご注文は⇒ 南三陸復興ストア
Tel: 0226-46-2442　
http://store.shopping.yahoo.co.jp/
minamisanriku-hukko/mmk-01.html

宮城県山元町で10年来民話の聞き取りをしてい
た「やまもと民話の会」が、培った信頼関係をもと
に地元の被災者に寄り添い、その苦難と、町の特
産のイチゴ栽培復活、そして皇室への献上など、復
興に立ち上がる町の人々の姿を聞き書きしてい
る。今後あり得る災害に備えるべく、私たちは常
にこの声を思い起こしていかねばならない。

東日本大震災時に岩手県の住宅課長であった
著者が、被災者のためにわずか5カ月で仮設住
宅を建設した経験をまとめている。バリアフリー
やコミュニティに配慮した住宅や、民間賃貸住
宅を活用した「みなし仮設」の取り組みは、首都
直下地震や南海トラフ巨大地震の対策として
も必ず役に立つだろう。各地域の住宅課員は
必読の書。

福島県西部で400年前から伝わる会津木綿は、保温・通気性に優れ、四季折々の暮
らしに愛用されてきたもの。その優しい風合いを活かしたご祝儀袋が誕生しました。
大切な人へ祝いの気持ちを伝え、受け取った側はハンカチとして使い続けられます。
水引は愛らしいハート型、表書きは「寿」「お祝」「HAPPY」の3種を添付。

伝統の布に 「おめでとう」の想いを包む
［会津木綿のご祝儀袋］（福島県河沼郡会津坂下町）

人にやさしく寄り添うコスメ

心もほぐれる絶品の味。
お土産に最適！

ミシンでつながる笑顔とエール

貴重な証言で綴る、鎮魂と復興への想い 未来に資する「災害時の住まい」の記録
語りつぐ̶ 小さな町を呑みこんだ巨大津波
やまもと民話の会 編／小学館
お買い求めは⇒ お近くの書店で

実証・仮設住宅　東日本大震災の現場から
大水敏弘 著／学芸出版社
お買い求めは⇒お近くの書店で

購入で
 応援しよう！ 

— 各地の良品通販 —

※表示価格はすべて税込です（送料別）。　※ここに掲載されている飲食品（日本産）はすべて、放射性物質検査の結果が国の定める基準値以下のものです （2014年12月20日）。

会津木綿の御祝儀袋 2名 （提供：一般社団法人震災リゲイン）
会津木綿を使用したご祝儀袋の包みはハンカチとして再利用できます（本紙記事参照）

震災リゲインプレスとは
震災復興の中間支援を行う（社）震災リゲインの発行するフリーペーパー。
被災地の産品を買う、イベントに参加する、支援金を送るといった普段でき
るちいさな復興支援の紹介と、いつ起こるかわからない次の震災に備える情
報を届けます。ウェブサイト〈http://shinsairegain.jp〉もあります！

ご意見、情報もお待ちしています
一般社団法人 震災リゲイン 震災リゲインプレス編集部　E-mail： info@shinsairegain.jp
〒106-0044 東京都港区東麻布2-28-6　Tel： 03-3584-3430　Fax： 03-3560-2047

協力（五十音順）：NPO法人アートNPOリンク、伊藤羊一、岩室晶子、宇野求、岡本ナオト、
川嶋直、日下部泰祐、栗山豊、佐々木豊志、秀巧社印刷株式会社、杉山昇太、高木幹夫、
中野民夫、長谷川巧、長谷川浩己、藤田奈津子、株式会社フリックスタジオ、水野哲雄



企業の
取り組み

つぎの
 震災に備えよう

— コラム—

国連主催の「防災世界会議」が2015年３月、仙台市内

で開かれる。地元でも会議を支援し、震災の経験と

教訓を世界に発信しようと、関係者らが「仙台開催実

行委員会」をつくり準備を進めている。事務局の仙台

市総務局 国連防災世界会議準備室 準備担当課長、

柳津英敬さんに話を聞いた。

　国連防災世界会議は1994年に横浜で初開催、2005

年の第２回が神戸、続く今回が仙台と、日本開催が

続く。仙台国際センターなどで開かれる本体会議に

は、国連加盟193カ国の閣僚や国際機関、NGOら5000

人以上が参加予定。神戸で採択された国際社会にお

ける防災活動の基本指針「兵庫行動枠組」を引き継

ぐ議論がなされる。

「ただし、本体会議は非公開。一方、市内外各地で

NPOや市民団体を中心に同時開催される『バブリッ

クフォーラム』は、開かれた交流の場となります」と

柳津さん。実行委員会などがパブリック・フォーラム

の主催者、出展者を公募したところ、予想を大幅に上

回る延べ650以上の応募があった。また、海外の団体

からの応募も非常に多く、世界的な関心の高さを見

て取ることができた。

　その上で、仙台市は２つの「テーマ館」を設け、独

自色を打ち出す。その１つは「市民協働」。宮城県沖

地震に備えていた仙台は行政と地域、学校、NPOな

どの連携が防災面で進んでいた。東日本大震災では、

柳津さんも発生翌日から市内の小学校で避難所運営

に当たり、「体育館や教室は人であふれ混乱しました

が、一晩明けると炊き出しやトイレ掃除、お年寄りの

ケアなどの仕組みができていました。日ごろの備えが

功を奏し、町内会レベルのコミュニティの力を実感

しました」と振り返り、今回のテーマ館でそれらが再

確認されることを期待する。

　もう一つは「女性」。奥山恵美子市長の肝いりで、災

害時に見落とされがちな女性のケアに光が当てられる。

こうしたテーマの議論が本体会議に加え一般の参加

者を巻き込んで深められるよう、NPOが中心となっ

て企画している段階だという。

「仙台は国連の『防災ロール・モデル（模範）都市』でも

ある。来年には復興需要もひと段落するかもしれま

せんが、会議を機に『東北はこれからが正念場だ』と

感じてもらえれば」と柳津さんは意気込む。

　会議のPRやプログラムの公表などは年明けから本

格化の予定。仙台の街は徐々に会議の「色」で飾り付

けられていくはずだ。　　  　 　　　　

（聞き手＝関口威人）

被災地から防災先進地へ、 仙台の「市民力」を世界に発信
国連防災世界会議について、仙台開催実行委員会事務局の柳津英敬さんに聞く 

震災リゲインプレスは以下の協賛により発行しています。

*天井面での水平加速度2.2G、エスカレーター設備に関
しての層間変位1/40。加速度2.2Ｇとは、体重60kgの人
が132kgの力を真横から受ける強さの衝撃にあたる。

第 3回国連防災世界会議は
2015年3月14日(土)～18日(水)、
仙台国際センターほかで開催。
http://www.bosai-sendai.jp

株式会社イトーキ

オフィスの減災を考える
震災直後から使用可能な空間を確保するために

株式会社イトーキ
http://www.itoki.jp　
Tel. 0120-164177

編集後記
東北で言われた「次の震災で犠牲のないことが一番の
支援」という言葉。長野県の噴火と地震で改めて噛み
しめました。次々と災害が起こる中で東北に関わり続
けることの意味、関わるとはどういうことか問い直す
一年でした。新年の平穏を祈ります。（押野美穂）

主催／国際連合　お問い合わせ先／第3回国連防災世界会議仙台開催実行委員会　TEL:022-214-8098

建築基準法の規制もあり、その基準に達していない
建物の耐震改修工事が各地で進んでいる。だが、内
部のパーティション（間仕切り）に関しては法的な
規制はなく、JIS規格で目安とすべき耐震性が定め
られているに過ぎない。
　オフィス家具の総合メーカーであるイトーキで
は、阪神淡路大震災で収納庫の転倒による被害が
見られたことから、社内に耐震対策チームを立ち上
げ、オフィスの減災対策に十数年にわたり取り組ん
できた。収納庫を製造する滋賀工場では、自前の振
動試験設備を導入し、地震でも倒れにくい製品作
りを進めてきた。だが、オフィスの安全性を高める
ためには、収納庫だけでなく、パーティションや天
井の耐震性能を高める必要がある。それがイトーキ
の「高耐震間仕切G」開発の原点。だが、法的な基準
がないパーティションの耐震性をどこまで高めれ
ばいいのか？　ヒントになったのは、2013年に公布
された建築非構造部材である「天井」や建築設備で

ある「エスカレーター」に課せられた新技術基準*だ。
一般の間仕切りが上下階のズレである層間変位量
2cm程度までしか追従できないのに対し、10cm以
上のズレに追従できるようにする。さらに、天井面
の水平加速度に対しても1Gから、2.2Gに引き上げ
る。そんな耐震性能を付加したのが「高耐震間仕切
G」なのだ。その仕組みは、パーティションの強度を
上げるのではなく、揺れや加えられた力を吸収する
ことで、変形や破損を避けるという考え方だ。いか
に、地震の揺れを吸収するかが問題だったという。
「コストは、従来製品と比較して1.2倍程度になって
います。もちろん、すべてのパーティションの耐震
性能を緊急に上げる必要はありません。しかし、人
命に関わる部分、避難経路、あるいは震災後すぐに
使う部屋、例えば対策本部、帰宅困難者の居所に予
定している部屋などは耐震化を急ぐ必要があると
思います」（建材商品開発部企画課課長 竹田次郎さ
ん）。災害時に被災者支援の本部機能を担う自治
体庁舎、避難所になる学校、そして負傷者を受け入
れる病院などに設置すれば、より迅速に救援活動、

被災者支援活動が開始できるはずだ。もちろん、通
常業務の再開も素早くできる。このメリットはコス
トには代えられない。同社では、オフィスの総合的
な減災を図るため、天井の部分的な脱落防止を可
能にする製品も開発中だ。

発行継続のための寄付のお願い

［寄付先］ ゆうちょ銀行総合口座　記号番号：10000-82078551　口座名：震災リゲイン
 ジャパンネット銀行 すずめ支店　普通　口座番号：8283215　口座名：一般社団法人震災リゲイン

一人ひとりが震災に備え、復興を支え合う。そのための無料の震災専門紙である小紙をご支援願います。ご寄付者名は差
し支えなければウェブサイトでご紹介し、また編集部宛（３面記載）にご住所を頂ければ小紙を毎号お届けします。

以下いずれかにご入金ください　　個人：1口3,000円／年　法人・団体1口30,000円／年から。
寄付
する

株式会社FREEing
www.freeing.co.jp

プラス株式会社
ジョインテックスカンパニー
www.jointex.co.jp

ロッキングタイプの耐震間仕切。1/40の層間変形角が発生し
た状況を想定し、10回の繰返し往復加力試験でも変形しない。


